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本日の報告内容

1. 作業規程の準則と公共測量作業規程

2. 作業規程の準則の一部改正の内容
① 国土地理院が定めた作業マニュアルで規定した測量の追加

UAVを用いた測量（UAV写真測量・UAV写真点群測量）

地上レーザスキャナを用いた測量（地上レーザ測量・地上レーザ点群測量）

GNSS測量機による水準測量

② 車載写真レーザ測量に使用する「慣性計測装置（IMU）」の性能基準の明確化

③ 地図記号の追加

④ 標準様式における押印の省略

3. パブリックコメントで寄せられたご意見

4. まとめ
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１．作業規程の準則と公共測量作業規程
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作業規程の準則とは

作業規程の準則 第1条

測量法（昭和24年法律188号、以下「法」という。）第34条の規定に

基づき、公共測量における標準的な作業方法等を定め、その規格を統

一するとともに、必要な精度を確保すること等を目的とする。

【参照】（測量法）

法第34条 国土交通大臣は、作業規程の準則を定めることができる。
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作業規程の準則

建設現場でのi-Constructionの一層の推進

公共測量成果の品質確保

今回の改正では、i-Constructionに対応した公共測量の
作業マニュアルを準則に取り込むことを中心に改正

準則は、測量技術水準・利用者のニーズなどに応じて適切な改正が必要
前回は、平成28年に一部改正

作業規程の準則の改正の背景

UAVによる測量

公共測量作業マニュアル 作業規程の準則

三次元点群測量編
を新設地上レーザスキャナによる測量
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作業規程の準則と公共測量との関係

測量計画機関
○○県知事・○○市長ほか

測量作業機関

公共測量の実施

作業規程の準則

公共測量を実施しようとするときは、

使用する測量機器・観測方法・計算方法等を定めた

作業規程を定め

国土交通大臣の承認を得なければならない。

一部読替・準用

公共測量作業規程

（測量法第33条）

6



Geospatial Information Authority of Japan

２．作業規程の準則の一部改正の内容
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令和元年度の主要な改正内容

①国土地理院が定めた作業マニュアルで規定した測量の追加
– UAVを用いた測量（UAV写真測量・UAV写真点群測量）

–地上レーザスキャナを用いた測量（地上レーザ測量・地上レーザ点群測量）

– GNSS測量機による水準測量

②車載写真レーザ測量に使用する「慣性計測装置（IMU）」の
性能基準の明確化

③地図記号の追加

④標準様式における押印の省略
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i-Constructionに対応した測量

測量
設計

施工計画
施工

３次元測量により
詳細な地形を把握し、
３次元データを作成

地形の３次元データから
施工数量等を自動算出

起工測量・出来形計測にUAV等を
活用、３次元設計に基づく情報化
施工を実施

３次元データを活用した
電子検査、完成状況の
可視化

維持管理

完成時の３次元データを
経年変化等の確認に活用

検査

測量により作成した３次元データの全工程での共通利用を促進

【３次元測量】 【３次元設計】

UAVやレーザ計測機器等の
最新の測量技術を活用

【情報化施工】

UAV（ドローン）を用いた測量作業マニュアル

地上レーザスキャナを用いた測量作業マニュアル

2016年3月作成 2017年3月改正・公表

2017年3月作成・公表

i-Construction工事の流れ

作業規程の準則に反映
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UAV写真測量・UAV写真点群測量

• UAV（Unmanned Aerial Vehicle、無人航空機）の技術進展・普及

•無人航空機と民生用デジタルカメラを組み合わせた写真測量技術の実用化

•局所的な範囲の地図作成や土木工事における土量管理などにおいて、UAVの活用が実用化

空中写真測量

従来の測量 UAVによる測量

• 比較的狭い範囲を対象

• 手作業が多く、人員・時間
がかかる

• 広範囲を対象

（広域整備に有効）

• コスト高

• 狭い範囲・1/500等の詳
細な地図作成には不向き

• 必要な時に、容易に空中写真の撮影が可能

• 撮影した写真が高解像度

• 少人数（操縦者・安全監視員）で効率的

• 人の立ち入りが困難な地域も対象

• ソフトウェアの自動処理で効率的

生産性向上

UAVで撮影した空中写真から数値地形図・三次元点群を作成

背 景

現地測量
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SfM＝Structure from Motion MVS＝Multi View Stereo

対象業務：土木工事現場での土量管理等 位置精度：平面位置･高さともに0.05m以内

三次元形状を復元重複させながら撮影した写真群から

•UAV写真点群測量

UAV写真測量・UAV写真点群測量

•UAV写真測量

地図情報レベル250、500の数値地形図を作成
背 景

・ SfM / MVS技術（動画や静止画からカメラの撮影位置を推定し、三次元形状を復元する技術）

を用いたソフトウェアの一般化

UAVで撮影した写真群から三次元点群データを作成
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地上レーザ測量・地上レーザ点群測量

・i-Constructionには「三次元点群」が必要

・地上レーザスキャナ機器の技術進展・普及

地上レーザスキャナよる測量

• レーザの届く範囲を短時間で網羅的に測量
できる

• 少人数で効率的

• 人の立ち入りが困難な地域も対象

• 三次元点群を高精度に取得

• 点群の利活用が可能 生産性向上

•地上レーザ測量

地図情報レベル250、500の数値地形図を作成

•地上レーザ点群測量
地表面の精密な形状を三次元点群データとして取得

縦横断面図作成や土量管理等に利用

縦横断面図作成

三次元点群データの活用

背 景

地形モデル（TIN）

一部拡大

出典：「静岡県ポイントクラウドデータベース」

色付き点群データ
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GNSS測量機による水準測量

■平成25年からマニュアルで運用

特 徴

レベル等による水準測量

衛星測位（GNSS測量）により水準点を設置

•衛星測位システムの充実

•高精度ジオイドモデルの整備

背 景
GNSS測量機による水準点設置が可能に!!

一等水準路線図

• 高精度（地盤沈下などのmm単位の標高変化の周期的な監視
に有効）1級・２級水準測量はこの手法で実施

• 使用する機器、観測方法に長い歴史があり、各種誤差の消去
法が確立している

• 既知点となる水準点が少ない

• 作業効率は良くない（４人必要、徒歩で測量を実施、近くに
水準点がない場合は、何キロも歩いて測量）

• 天候に左右される

GNSS測量機による水準測量

• 近くに水準点がなくても、3級水準点を設置可能

• 全国どこでも信頼できる標高を取得可能

• 既知点は、一・二等水準点、水準測量により標高が与えられ
た電子基準点、１・２級水準点

• 遠くの水準点から水準測量をする必要がなくなり、

時間・経費の大幅な削減が可能

生産性向上
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車載写真レーザ測量（MMS）

使用するIMU（慣性計測装置）の性能基準の明確化

• 第３編第４章 車載写真レーザ測量

–第179条（車載写真レーザ測量システム）

•４ ＩＭＵは、センサ部のローリング、ピッチング、ヘディングの３軸の傾き
及び加速度が計測可能で、データ取得間隔を含む性能は、次表に掲げるもの又
はこれらと同等以上の性能を有すること。

センサ部 性 能

ローリング 0.05度

ピッチング 0.05度

ヘディング 0.15度

データ取得間隔 0.01秒

■車載写真レーザ測量は平成28年3月改正時に規定
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地図記号の追加

「標準図式」に自然災害伝承碑の追加

「多言語表記による図式」JISピクトグラムの追加

500 1000 2500 5000 10000

「i」記号は有人又は無人の
観光案内所に適用する。
「？」記号は有人の観光案
内所に適用する。

観光案内所 一般

適　　　　　　用図　　　式名   称
地図情報レベル
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付録4 標準様式における押印の省略

測量の各工程終了時に作成する「精度管理表」標準様式の押印を省略
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準則の構成について

• 第１編 総則

• 第２編 基準点測量

– 第１章 通則

– 第２章 基準点測量

– 第３章 レベル等による水準測量

– 第４章 GNSS測量機による水準測量

– 第５章 復旧測量

• 第３編 地形測量及び写真測量

– 第１章 通則

– 第２章 現地測量

– 第３章 地上レーザ測量

– 第４章 車載写真レーザ測量

– 第５章 UAV写真測量

– 第６章 空中写真測量

– 第７章 既成図数値化

– 第８章 修正測量

– 第９章から第１２章 （省略）

• 第４編 三次元点群測量

– 第１章 通則

– 第２章 地上レーザ点群測量

– 第３章 UAV写真点群測量

• 第５編 応用測量

– 第１章から第５章（省略）

• 附則

– 付録１から付録２（省略）

– 付録３ 測量成果検定基準

– 付録４ 標準様式

– 付録５から付録６（省略）

– 付録７ 公共測量標準図式

– 付録８ 多言語表記による図式

– 別表１ 測量機器級別性能分類表

注）赤字：追加された測量手法
下線（赤）：変更があった測量手法及び図式
下線（青）：名称が変更された測量手法
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３．パブリックコメントで寄せられたご意見
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作業規程の準則の改正における意見募集

期間：令和元年12月13日～令和２年１月14日

意見の数：111件（重複する内容を除く）

行政手続法に定める手続きとして、
意見募集（パブリックコメント）を実施
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主要なご意見と対応

GNSS測量機による水準測量に対するご意見

３級水準測量に適用できるとなっていますが、山間部では4級水準点を設置する場面も多く、
拡大を望みます。

ご意見募集開始時の改正案のとおりとさせていただきます。
４級水準測量への適用拡大については、検証等の確認作業が必要なため、今後の検討課題
とさせていただきます。

三次元観測データ、三次元点群データ、オリジナルデータ、グラウンドデータ、及び
グリッドデータについて、数値地形図データファイルだけではなく、LASも使用可とし
ていただきたい。

ご意見を踏まえ修正します。

付録７ 公共測量標準図式数値地形図データファイル
第１００条 点群データは、数値地形図データファイル仕様の他に、製品仕様書に従って
ＣＳＶ形式等のテキスト形式又はＬＡＳ形式とすることができる。

ご意見

回答と
理由

ご意見

回答と
対応
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今年度の検討内容

GNSS測量機による水準測量の適用範囲の拡大の検討

GNSS測量機による水準測量を4級水準測量まで拡大

３月末までに作業マニュアルを作成し公開が行えるよう検討中

電子基準点のみを既知点とする基準点測量の適用範囲の拡大の検討

電子基準点のみを既知点とする基準点測量を３級基準点測量まで拡大

３月末までに作業マニュアルを作成し公開が行えるよう検討中

３次元地図実現のため、３次元ベクトルデータ取得の作業工程の検討

ICT土工における設計や施工計画で利用できる３次元地図の実現のため、３次元ベクトルデータの
取得実証作業を行い、最適な作業方法・作業工程を検討中
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GNSS測量機による水準測量の追加
【マニュアルの内容を作業規程の準則に条文化】

車載レーザ測量に使用するIMUの性能基準の明文化

準則付録7「公共測量標準図式」 「多言語表記による図式」の追加

◆ UAVや地上レーザスキャナなど、i-Constructionの現場での利用を想定した測量技術
の標準的な手法を追加し、建設現場の生産性向上に一層の寄与

3級水準点
電子基準点 GNSS測量

工事
範囲

水準点が近くになくても、３
級水準点を設置できる

UAV写真測量・UAV写真点群測量の追加
【マニュアル(案)の内容を作業規程の準則に条文化】

地上レーザ測量・地上レーザ点群測量の追加
【マニュアル（案）の内容を作業規程の準則に条文化】

◆数値地形図作成が可能
◆三次元点群データ作成が可能

◆車載レーザ測量に使用するIMU（慣性計
測装置）の標準的な性能基準を明確化

◆３級水準点設置が可能

◆自然災害伝承碑の追加等 ◆JISピクトグラムの追加等

まとめ
作業規程の準則の令和元年度の主な改正内容

今回の改正による

効果

◆数値地形図作成が可能
◆三次元点群データ作成が可能
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